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 対象生徒  １・２年生必須。３年生自由応募。 

 対象図書  『群青』に掲載されている本 

※『群青』は高崎高校の先生方が推薦する本を掲載した冊子。 

 用字・字数 ４００字詰め原稿用紙５枚（2000 字）以内 

 締め切り  ８月下旬（各学年の国語科から伝達） 

 審査員   高崎高校国語科および図書課職員 

 表彰等   上位３作の生徒は体育館での壇上表彰の対象。 

副賞：大賞は図書カード 3,000 円。 

他２作 1,000 円。 

 その他 

◎応募は個人のオリジナルで未発表の作品に限る。 

◎優れている作品は青少年読書感想文コンクール県内審査に出品。 

図書館に行く時間がない。返すのがめんどう… 

そんな高高生のみなさん、青空文庫をご存じですか?  

夏目漱石、芥川龍之介、谷崎潤一郎、宮沢賢治など、近代

日本文学作品はかなり充実。 

『群青』掲載本でも青空文庫で読めるものがあります。

 

『群青』掲載本 

青空文庫で読めるリスト 
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クラス別貸出冊数  （4.1～7.12） 

 

 

３年生はもちろん、１・２

年生も夏休みに読んでみ

ませんか？ 

 

学研 小論文を書くために

読んでおきたい本 
6～7月新着図書 

話題の本、役立つ本

続々入荷しています 

三上 佳奈 先生 (養護教諭) 

『三千円の使いかた』 原田ひ香 著（中公文庫） 

「人は三千円の使い方で人生が決まるよ。」そんな言葉で始まる本書は、普段

何気なく使っているお金について、家族小説を読みながら学ぶことができます。

読む前と読んだ後ではお金に対する考え方が変わる一冊だと思います。今ある

お金に対して、またはこれから自分自身でお金を稼ぐ立場になったときにどの

ようなことを考えて使えば良いのか、一度考えてみませんか。 
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